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研究成果の概要（和文）：本研究は、言語コミュニケーションにおける話者の意図理解メカニズムを実験的に検
討した。言語コミュニケーションにおいて話者の意図はしばしば含意として間接的に表現され、話者の意図は発
話文の文意と文脈から語用論的推論によって導かれる。本研究では日本語会話の聴覚呈示における含意理解に伴
う脳波を計測し、その発生源を推定するとともに、神経活動の推移をミリ秒単位で追跡し、心の理論神経ネット
ワークとの異同を考察した。実験の結果、含意理解において、心の理論回路の一部である楔前部ならびに前帯状
皮質の深い関わりを示すと共に、含意理解と時間情報処理との関連を見出した。

研究成果の概要（英文）：We experimentally examined the neural mechanism for the understanding of a 
speaker's intention in verbal communication. The speaker's intention is often communicated as the 
implicature by an indirect utterance, and it is interpreted through the pragmatic inference with the
 explicit meaning and context. We recorded the electroencephalogram (EEG) of a participant when s/he
 understood the implicit intention in Japanese conversation. We localized the source of the EEG and 
 their transition to examine the relevance of the theory of mind to the understanding of the 
implicit intention. We have found the deep relevance of the anterior cingulate cortex and the 
precuneus to the understanding of implicature and the deep relationship between the understanding of
 implicature and the temporal processing.

研究分野：神経言語学

キーワード： 含意　間接的発話　脳波　事象関連電位　発生源推定　時間情報処理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
話者の意図は発話文の文意と文脈から語用論的推論によって導かれるが、この推論は文脈の検索を伴うし、論理
的演繹とは違って確率・もっともらしさの判断を含むので、ヒト知性の中でも最も高次な認知活動と言える。し
かし、刻々と変化する脳内の神経活動を観察することが難しかったことに加え、発話理解の実時間処理理論が存
在しないために、語用論的推論の実証的研究は立ち後れてきた。また、「コミュニケーション能力」についての
社会的関心が大きい一方で、その実体は不明である。本研究は、言語コミュニケーションのメカニズムを神経科
学的に明らかにすることで、教育を含む社会活動の様々な場面への応用を意図している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
　言語コミュニケーションにおいて話者の意図はしばしば「含意」として間接的に表現される。話
者の意図は発話文の文意と文脈から語用論的推論によって導かれるが，この推論は文脈の検索を伴
うし，論理的演繹とは違って確率・もっともらしさの判断を含むので，ヒト知性の中でも最も高次
な認知活動と言える。しかし，刻々と変化する脳内の神経活動を観察することが難しかったことに
加え，発話理解の実時間処理理論が存在しないために，語用論的推論の実証的研究は立ち後れてき
た。 

２．研究の目的 
　言語コミュニケーションを対象とする科学的営みにおける最重要な理論的問題の一つは，語用論
的推論と心の理論(Theory of Mind) との関わりである。本研究では，談話における推意理解に伴
う脳波の発生源推移をミリ秒単位で追跡し，心の理論神経ネットワークとの異同の考察を通して，
語用論的推論の領域固有性を検討した。本研究課題の問いは(1)であった。また，他者の視点取得に
おいて，時間処理が関わっていることを示す神経科学的知見を踏まえ（Komeda， et al. 2016; 
Tokimoto & Tokimoto， 2018），(2)を実験要因に加えた。 

(1) 談話における話者の意図理解の能力・メカニズムは，心の理論に含まれるものか，独立した
ものか？ 

(2) 話者の意図理解と時間処理に組織的な関連があるか？ 

３．研究の方法 
　筆者らは，含意理解における文脈の検索と推論手順の関わりを考察するために，(3)(4) に例示す
る会話を聴覚呈示し，同時に脳波を測定する実験を行った。会話は，話者A が話題を提供し，話者
B が質問を発し，話者C が間接的に答える共通の構造を備えている。ここで筆者らは，A の発話の
一部を置き換えることで，C の回答の間接性を二通りに操作した(下線部，(3) では「女の子」を「赤
ん坊」，(4) では「トンカツ」を「揚げ物」に置き換えている)。また他者の視点取得に時間処理が
関わっていることを示す神経科学的知見を踏まえ，文脈検索における過去と現在を操作した。すな
わち，C の発話は，(3) では現在から未来へ向けたC の意志を，(4) ではC の経験を含意している。 

(3) 現在の意志についての間接的回答 
A1: 竹本さん，女の子が生まれたんだってね。 
A2: 竹本さん，赤ん坊が生まれたんだってね。 
B: お祝いを贈る? 
C: 女の子には服がいいね。（Yes， お祝いを贈る） 

(4) 過去の経験についての間接的回答 
A1: 今日の日替わり定食はトンカツだったね。 
A2: 今日の日替わり定食は揚げ物だったね。 
B: 食べた? 
C: トンカツは大好物なんだ。（Yes， 日替わり定食を食べた） 



B が現在の意志と過去の経験のいずれを問うか，また会話がA1 とA2 のいずれから始まるかを二要
因とする実験計画で，二要因についてC の意図の判断の難易度と判断の確信度を予め予備実験で統
制した。 
　Grice (1975) の「協調の原理」を背景とする語用論的推論の手順に従えば，会話がA2 から始ま
る場合，(3) では「赤ん坊は女の子だ」と仮定する手順，(4) では「日替わり定食の揚げ物はトンカ
ツだった」と仮定する手順が必要なので，会話がA1 から始まる場合より少なくとも一つ推論の手
順が多いことになる。したがって，語用論的推論が命題論理の連鎖の形で進むなら，A2から始まる
会話では，仮説構築によって間接的発話を理解するアブダクションに対応する神経活動が期待され
た。 

４．研究成果 
　図1・2 は，(3)(4) それぞれで，C の意図が判断できる述語位置を基準とした事象関連電位(event-
related pontential， ERP) を示す。図１が示す通り，C の現在の意志を含意する(3) での間接的回
答の理解については，仮説構築の有無に対応するA1 とA2 の違いがERP に現れなかった。一方，
図2 が示すように，Cの経験を含意する(4) での間接的発話については，A1 に対するA2 で，述語
後250-300 ms の潜時帯では後頭に有意な陰性波が，300-450 ms の潜時帯では頭頂に有意な陽性
波が観察された。会話(4) のA2 条件について観察されたERP について，独立成分分析とダイポール
推定により発生源を推定したところ，後頭の陰性波については楔前部，頭頂の陽性波については前
帯状皮質が主な発生源と推定された（図3）。 

図1：現在の意志についての会話(3) で，会話がA1またはA2 で始まる場合それぞれの，間接的回答内述語位
置（「いいね」）以降のERP（上が後頭部，下が頭頂部） 

図2：過去の経験についての会話(4) で，会話がA1またはA2 で始まる場合それぞれの，間接的回答内述語位
置（「好物」）以降のERP（上が後頭部，下が頭頂部）。横軸の黒帯部分は統計的に有意差が認められた潜
時帯を示す。 



 

図3：ダイポール推定による過去の経験についての会話(4) のA2 条件におけるERP の発生源中心位置。左は
楔前部（後頭の陰性波），右は前帯状皮質（頭頂の陽性波） 

楔前部は機能的MRI の実験により時間処理との深い関わりが指摘されている部位で，心の理論神経
回路の一部でもある。一方，前帯状皮質は他者の視点取得の責任部位と考えられている。現在の意
志についての会話(3) では，会話場面の状況は話し手と聞き手で共有されている一方で，過去の経
験についての会話(4) では，含意理解のために話し手の自伝的記憶が検索されると考えられる。筆
者達の実験は，少なくともERPに反映される限り，A2 から会話が始まる場合に想定される仮説構
築の有無よりも，話し手の含意が現在の意志に関わるか，過去の個人的経験に関わるかの違いに神
経細胞は敏感だったことを示している。このことは語用論的推論が命題論理の連鎖ではなく，文脈
の検索こそが語用論的推論の実体である可能性を示唆している。 
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